











































































































































































































































































































































































































































































ダレルの Key to Modern Poetry は役に立った。モダン・ポエトリーの背景に、
アインシュタイン、マルクス、フロイドの三人を挙げ、それぞれの思想がどの
詩人にどういう詩を書かせているかを説明した本で、例えばエリオットの
　　　　　現在の時と過去の時
　　　　　は恐らく未来の時には現在なので
　　　　　未来の時は過去の時を含んでいた。（四つの四重奏）
は、なるほどアインシュタインで、オーデンの
　　　　　明日は若い詩人たちの爆弾のような爆発、
　　　　　湖畔の散歩、全き心の交わりの週間、
　　　　　　　明日は郊外の
　　　　　夏の夕べの自転車レース。だが今日は闘争。（スペイン）
には青臭いマルクスの匂いがし、ディラン・トマスの
　　　　　股の中の蝋燭が
　　　　　若さと種を暖め老齢の種子を焼く。
　　　　　種の動かない所で
　　　　　人間の種が星々の中で皺を伸ばし
　　　　　イチジクにように輝く。
　　　　　蝋のない所で、蝋燭は毛を見せる。
はフロイドの夢だという風に納得して、それを足場に読みを深める事が出来
た。今でも僕はダレルを『アレクサンドリア四部作』の小説家としてではな
く、この本の著者として憶えている。当時、僕の指導教授だった尾島庄太郎先
生に、ダレルの『キイ』を読んでいますと報告すると、「あれは真面目な本ら
しいね」と言われたのも懐かしい。先生は『ロマンティック・イメージ』のフ
ランク・カーモードを不真面目だと思っていられた。
　原君の本には、時代の背景になる思想の潮流ついては、各章に説明がちりば
めてあって、読めば充分解るようにはなっている。だが詩の勉強を始めたばか
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あのアメリカの声
りの学生読者には、前もってそれを整理して解説しておく方が、より解り易
い場合もある。20世紀のアメリカ思潮に、僕なりに三本柱を立てるとしたら、
「富裕と世俗化」「差別との戦い」「自然の再発見」という事になりそうだ。そ
れを更に一本に縛るなら、「アメリカも世界のうちだ」という自覚から「アメ
リカこそ世界なのだ」の傲岸への世紀だったと、僕は見たい。
　とにかく原君の本は、僕が学生時代に出合えれば狂喜して買っただろう本だ
し、こういう教え方の出来る先生がいる大学の学生は仕合せだと思う。それで
も敢えて一つだけ欠点を言わせて貰う。
　この本の体裁と内容だと、アメリカ現代詩は、専ら白人によって書かれた
という印象を与える。20世紀の中頃までは、確かにアメリカは白人の国だと
いう顔を見せていた。「大東亜戦争」最中の昭和19年に出て僕の父が買ってい
た、ヘンドリック・ヴァン・ルーンの『芸術の歴史』三巻の邦訳は、僕が中
学生になってから読んだのだが、ハーレム・ルネサンスの後に書かれながら、
「南部黒人が立てる雑音でも、グレン・ミラーやベニー・グッドマンの手を経
れば美しいジャズになるし、ブエノスアイレスの混血児人夫たちの騒音でも、
北欧の作曲家が編曲すれば芸術的なタンゴになる」という意味の文章があった
のを憶えている。今になって考えると、「鬼畜米英」の時代にアメリカ人が書
いた本が、しかもかなり立派な装丁で出版されたのは驚きだが、当時文部省出
版局の官僚で、後に獨協大学創立の実務に力を尽くされた萬澤遼先生の裁量が
あったと聞いている。
　脇道にそれたが、原君の本では、例えばフロストの代わりにラングストン・
ヒューズかグエンドレン・ブルックスを入れられなかっただろうか。僕は近頃
気が付いたのだが、この二人の詩人の作品には、「セントルイス・ブルース」
のメロディにぴったり乗せて歌える詩がいくつもある。言葉はリズムの他にメ
ロディがあるという、当り前のことを再発見して嬉しくなった。
　最後に原君に言いたいのは、この名著で自分の仕事が終わったとは絶対に思
わない欲しいという事で、僕はまだこの後にエマソンやホイッテイア、ロング
フェロウやディキンソンを含む「原成吉著」の『建国から2000年までのアメ
リカ詩』、タゴールからウォルコットに至る『20世紀の英語詩』を期待してい
る。『21世紀のアメリカ詩』もと言いたいのだが、この世紀にこの種の本が役
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立つような詩が書き継がれるかどうか。原君も少し疑っているようだが、僕は
諦めている。
